
（株）ナチュラルスタンスクラブ 秋田県大仙市（だいせんし）

平成２５年度 地産地消優良活動表彰

農林水産大臣賞 （交流促進部門）

地域内での共生 ～農家主導の“小さい流通”へのチャレンジ！～

○代表者 佐々⽊ 彰 ○所在地 秋⽥県⼤仙市内⼩友
○構成員 ⽣産者140名 ○活動開始年 平成17年

●ナチュラルスタンスクラブ（ＮＳＣ）の取組みは、専業農家である代表の佐々木夫妻が新たな付加価値農業
を模索するために取り組んだ、農産物の直売・加工や宅配の活動にはじまる。

●平成17年に地元スーパーの地産地消インショップコーナーを任されたことで、地元の生産者有志をネット
ワーク化してとりまとめ、生産者主導のインショップ活動をスタートさせた。利便性の高いインショップが
地元消費者の支持を得て、25年度までに秋田県南部を中心に23店舗に拡大している。

●ＮＳＣは生産者主導の地産地消ネットワークであり、生産者への販売支援、生産支援、交流促進等が充実し
ているため、若手農家を中心に会員が増加し、インショップの総売上も順調に伸び続けている。また、活動
の持続性や次世代の育成を視野に、25年度に株式会社化し、雇用の創出にもつなげている。

●生産者主導のネットワークが地域の多様な主体と連携・交流することで生産者の利益を高め、かつ地域社会
全体に貢献しており、地産地消の先駆的な展開モデルとして注目すべき活動である。

１．地元スーパーと連携したインショップ（地産地消の広場）の展開
地元資本のスーパーとの連携により、スーパー内インショップとして会員農家の商品をとりまとめた売り場

を展開する。地元の大仙市を中心に秋田市内まで県内21店舗の売り場に会員の商品を納めている。

２．女性・高齢農家から大規模農家まで参画する活動
インショップは少量品目も取り扱うが、大量生産する会員の品目はスーパーの一般青果売り場につなぐなど、

新たな売り先確保も進めている。少量多品目の生産者だけでなく、専作経営、農業法人、園芸部門を拡大して
いる農家にも安定的な売り場を確保することで、多様な会員農家の生産振興につながっている。

３．資源循環システムの構築
スーパーで発生した食品残渣をペレット堆肥化し、その堆肥を会員が生産に使用している。堆肥を利用して

生産した農産物はスーパーが全量買い取るという、資源循環システムを構築している。

４．秋田県立大曲養護学校との交流・連携
平成20年より学校の給食食材等を供給している。また、23年度より生徒の農業講座を受け入れ、現在は年間

40回ほど生産・加工・販売の実習指導にあたり、生徒達の農業研修と職業訓練の機会となっている。

５．農家の所得向上や農業後継者の育成をサポート
楽しく収益も上がる活動を通じて、若手会員が増加傾向にある。会として活発に研修機会や交流の場を設け

ることで会員間で生産技術の交換や伝承が進められ、地域の農業後継者の育成にもつながっている。
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